
滋
賀
・鴨
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
大
辰
巳
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
〇
月
ｉ

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
の
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
口
田
秀
則

。
重
田
　
勉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
ぞ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鴨
田
遺
跡
は
、
姉
川
左
岸
に
広
が
る
長
浜
平
野
の
中
央
部
に
位
置
し
て
お
り
、

県
内
有
数
の
弥
生
時
代
の
拠
点
集
落
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
長
浜
市
内
に
お

け
る
中
世
の
遺
跡
は
、
現
在
の

集
落
と
重
複
す
る
と
考
え
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
当
地

が
姉
川
の
氾
濫
原
に
あ
る
た
め

で
、
過
去
の
発
掘
調
査
や
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
で
も
多
数
の
旧
河

道
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
な
が

ら
、
今
回
、
比
較
的
広
範
囲
で

中
世
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
今
後
長
浜
平
野
に
お
け

る
中
世
の
景
観
復
原
の
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
確
認
さ
れ
た
集
落
跡
は
、
周
辺
に
現
存
す
る
集
落
の
跡
地
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
集
落
の
移
動
し
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は

『
近
江
国
坂
田
郡
志
』
に

「古

へ
は
高
鍋
と
縛
せ
し
を
、
天
正
年
間
巽
の

方
位
に
あ
る
地
に
移
住
し
、
辰
Ｅ
と
改
め
、
後
、
更
に
大
辰
巳
と
改
む
。
」
と

あ
る
の
が
参
照
さ
れ
る
。
現
在
、
大
辰
巳
町
の
集
落
は
鴨
田
遺
跡
の
東
方
に
位

置
し
て
い
る
。
　
一
方
、　
鴨
田
遺
跡
の
西
方
付
近
を
、　
つ
い
最
近
ま
で
周
辺
の

人
々
は

「た
か
な
べ

全
局
鍋
ご

と
呼
ん
で
い
た
。
現
在
の
大
辰
巳
町
の
西
南
、

つ
ま
り
巽
の
方
位
の
逆
に
位
置
す
る
の
が
当
調
査
地
で
あ
り
、
「高
鍋
」
な
の

で
あ
る
。　
そ
し
て
そ
の

「高
鍋
」
の
伝
承
地
か
ら
、
室
町
期
の
集
落
跡
が
倹

出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
が
移
動
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
な

弦Ｏ
。遺

構
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
地
割
の
境
界
を
示
す
区
画
溝
で
、
こ
の
溝
の

位
置
は
画
場
整
備
前
の
水
田
の
旧
畦
畔
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
区
画
内
の
遺
構
も

そ
れ
ぞ
れ
切
り
合
い
や
密
度
も
違
い
、
当
時
の
集
落
内
の
様
相
を
色
濃
く
残
し

て
い
る
。

遺
物
の
出
土
は
少
な
い
が
、
青
磁

・
土
師
皿

。
招
鉢
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も

土
師
皿
は
溝
と
柱
穴
内
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
完
形
で
出
上
し
て
お
り
、
当
時
の
地

鎮
祭
な
ど
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
は
、
「西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
に
用
い
ら
れ
た
巡

(長 浜 )



1993年出上の木簡

礼
札
で
、
区
画
溝
か
ら

一
括
し
て
出
上
し
た
。
本
来
、
巡
礼
札
は

一
定
期
間
を

経
る
と
ま
と
め
て
焼
却
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
投
棄
さ
れ
た
よ
う
な

状
態
で
出
上
し
て
お
り
、
焼
却
さ
れ
た
痕
跡
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
巡
礼
札
の
出
土
に
よ
り
、
当
時
当
地
に
何
ら
か
の
寺
院
関
連
施
設
が

存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
存
在
の
裏
付
け
と
な
る
よ

う
な
小
学
名
や
石
碑
な
ど
も
残

っ
て
お
り
、
当
地
は
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に
関

係
す
る
、
札
所
間
の
中
継
地
の
よ
う
な
場
所
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

墨
書
の
内
容
は
主
に
、
「西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
、
「僧
の
位
」
、
「出
身
地
」
、

「年
紀
」
な
ど
で
、
中
に
は
巡
礼
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

計
約
五
〇
点
出
上
し
た
が
、
今
回
は
墨
書
の
確
認
で
き
る

一
九
点
を
紹
介
す
る
。

⑪
　
。
「
　
　
　
　
□
□
　
□
□
□

観
世
立日【型

一飛

度
社
同
道
数
四
人

宝
徳
四
年
二
月
十
一
日
　
　
」

。
「
日
日
日

日
日
□
□
回
□
□
□

一口
日
日
日
日
日
日日
――――日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
やヽ
ド
×
ωＯ
×
ド　
ｏドド

０

　

「
飛
井
三
所
巡
礼
聖
三

ｘ

宝
徳
四
年
四
月

④

　
。
「
　
　
　
　
　
江
州
高
嶋
郡
□
津
東
□
□
□

三
十
三
所
巡
礼
同
行
二
人

〔禅
と

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国

正
汁
三
所
巡
礼
三
人宝

徳
四
年

（
中
Ｐ
枷
）
×
∞
Φ
×
卜
　
Ｏ
μ
Φ

μ
∞
〕
×

⇔
卜
×

∞
　

〇
岸
μ

宝
徳
四
年
五
月
　
日
妙
善
□
□
」

名

袋

⑥
　
。「　
宝〔野
叫転
町
肝
十
五
日
〔常

春
と

順
礼
聖
同
行
三
人
□
□

〔往
己

□
国
□
□
□
□

（花
押
こ

名

日
　
　
　
□

〔大
界
≧

南
無
□
国
観
世
音

江
州
同
日
日
日
日
幽
（花
押
）
　
　
」

④
〕
　

　

　

回
鈴
鹿
郡
上
国
よ
り

□
三
所
順
礼
聖
同
行
四
人

□
□
□
　
□
□
□
　
　
　
」

「
　
　
　
と
う
の
く
に
□
□
□

三
十
三
所
順
礼

一
人
□
□

四
月
一
日
　
」

（μ∞
ω）
×
卜
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×
中
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中
『
『
×
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×
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ｏ
Ｐ
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×
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×
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「
　
み
の
ゝ
目
あ
か
さ
か
の
住
人

汁
三
所
順
礼
聖
同
行
三
人

宝
徳
四
年
三
月
十
五
日
　
　
」

「
　
　
　
　
　
大
□
□

〔籐
，
〕

井
三
所
巡
礼
八
二
人
石
回

四
丹
九
日
　
　
　
」

「
　
　
　
　
　
播
州
三
本
郡
吉
河
庄
住
人

三
拾
参
所
順
礼
俗
二
人

宝
徳
四
国
二
月
十
二
Ｈ
　
」

「
　
　
　
　
つ
の
ぐ
に
あ
く
た
か
は
の
住
人

報
　
一二
拾
三
所
順
礼
聖

一
人

宝
徳
四
年
三
月
四
日
　
　
　
　
」

宝
徳
四
年
三
月
日

三
十
三
所
巡
礼
只

一
人
如
祐
」

「
　
み
の
く
に
回
□
い
の
　
宝
徳
四
年

升
三
所
巡
礼
八

一
人

亀

四

球

よ
り

二
月

十
回

日

」

巣
冨

×

ф
Ｎ
Ｘ

∞
　

⇔
μ
騨
エ

い
い
い
Ｘ

ヽ
ド
Ｘ

∞

　

〇
ド
ド

ド
い
い
Ｘ

∝
一
Ｘ

ω
　

Ｏ
騨
畔

や
ｏ
∞
×
ヽ
∞
Ｘ
や
　
０

，
，
キ

中
ｏ
ｍ
Ｘ
卜
↓
Ｘ
中
　
Ｏ
μ
μ

ド
『
∞
Ｘ
∞
『
Ｘ

∞
　

一
ド
Ｈ

⑭∞CO⑫⑬⑩
　
ｏ
「　
□
回
□
□
う
」
園
匹
酢

井
三
所
し
ゆ
ん
れ
い
一
人

一
一
　

ほ
う

と
く

二
年

二
月
十

八
日

」

一
「
　
三
．オ
十
日
日
日
日
□

井
三

所

　

巡

二
人

　

　

」

「
　
　
　
　
□

西
国
三
十
三
所
巡
札
ｘ

た
回
□
回

「
三
十
三
一〃
と
打
撃
子
〔人側
拗
黒
�
上

「
　
宝
徳
三
年
　
　
・　
僧
一人

西
国
井
三
所
巡
礼
遠
江
一国
□
住
人

三

月

十

一
日

　

一
　

日

二
人

．「
　
　
輯
〕．宝
徳
一十年
　
．　
・　
　
一， 十一

甜
井
三
所
順
礼
聖
五
人
敬
白

国
　
四
月
　
一
日
　
　
　
　
」

．「　
　
　
美
農
州
米
田
嶋
住
僧
キ　
一

西
国
三
十
三
所
順
礼
僧
只
四
人

宝
徳
回
口
　
□
九
日
　
」

〔四
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
・

（
騨
ヽ
〇
）
×
（
遼
）
×
〕
　
０
∞
μ

一
∞
μ
×
〕
“
Ｖ
い
時
　
一
岸
い

（
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枷
∞
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来
∞
ω
×
や
　
ｏ
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〕
ｏ
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卜
い
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×

ф

　

Ｏ
学
ド
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1993年出上の木簡

記
載
内
容
の
う
ち
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
年
紀
と
出
身
地
で
あ
る
。
年
紀

の
確
認
で
き
る
も
の
は
全
て
宝
徳
四
年

（
一
四
五
一ご
で
あ
り
、
月
日
は
三
月
初

め
か
ら
五
月
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
期
間
の
巡
礼
札
の
み
が
焼
却
さ

れ
ず
に
区
画
溝
に
投
棄
さ
れ
た
の
か
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、
⑮
の

国
名
の
部
分
の
文
字
は

「津
」
ま
た
は

「濃
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

「
を
ば

や
し
」
は
摂
津
国
武
庫
郡
小
林

（現
兵
庫
県
宝
嫁
市
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（重
田
　
勉
）

鴨田遺跡周辺の札所位置図

木

簡

研

究

第
一
詈

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
山
　
晴
生

一
九
九
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
　
東
大
寺
旧
境
内

（三
社
池
）
　

藤

原
官
跡
　
藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊
　
山
田
道
跡
　
山
田
寺
跡
　
長
岡
京
跡

今
里
城
跡
　
鳥
羽
離
官
跡
　
壬
生
寺
境
内
遺
跡
　
里
遺
跡
　
大
坂
城
跡
　
住
友

銅
吹
所
跡
　
山
之
内
遺
跡
　
勝
山
遺
跡
　
新
金
岡
更
池
遺
跡
　
豊
嶋
郡
条
里
遺

跡
　
五
反
島
遺
跡
　
上
小
名
田
遺
跡
　
吉
田
南
遺
跡
　
引
石
城
武
家
屋
敷
跡

今
宿
丁
田
遺
跡

袴
狭
遺
跡
　
伊
賀
国
府
推
定
地
　
瀬
名
遺
跡
　
忍
城
跡
　
市

原
条
里
制
遺
跡
　
鉢
形
地
区
条
里
遺
跡
　
石
田
三
宅
遺
跡
　
斗
西
遺
跡
　
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
浄
水
寺
跡
　
上
荒
屋
遺
跡
　
田
中
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
緒

立
Ｃ
遺
跡
　
的
場
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
制
遺
構
　
柳
之
御
所
跡
　
矢
野
遺
跡

岡
山
城
二
之
丸
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
東
山
崎

。
水
田
遺
跡

鴻
鱚
館
跡
　
大
宰
府
跡
　
観
世
音
寺
跡
　
多
田
遺
跡
　
上
高
橋
高
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
三
）

飛
鳥
京
跡
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
遺
跡
　
大
坂
城
跡

下
曽
我
遺
跡
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

香
川
県
長
福
寺
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
　
樋
口

中
国
簡
贖
学
国
際
学
術
研
討
会
参
加
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

彙
報

頒
価
　
四
三
〇
〇
円
　
〒
五
〇
〇
円

知 和 靖
信 志 己 民




